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学生への指導方針 

大学院博士課程にて自立した基礎医学研究者を養成すべく、サイエンスの基本的な考え方か

ら、がんの生物学的知識、一般生化学実験技術、英語、プレゼンテーション能力、論文作成

はもちろん、我々の専門とする顕微鏡観察技術及び画像解析について学んでいただきます。

さらに、個人の適性を見極め、学生個人が将来、国際的に活躍するための発展的技術（生体

イメージングやプログラミング画像解析、新規腫瘍移植モデルなど）を 1 つ在学中に習得す

ることを目指します。論文執筆および学会発表についても、在学 1 年目より行い、単なる学

位取得のための形式的な博士課程ではない、長期的目線に立った指導を行います。また、 
大阪国際がんセンターの臨床との連携という利点を活かし、ヒトがんサンプルを使用した、

ヒトがん治療に貢献する実践的研究アウトプットを得ることを目指します。 

学生に対する要望 

背景知識は問いませんが、新しいことを学ぶ謙虚な姿勢と貪欲な学習意欲は必要となり

ます。外国人メンバーもおりますので英語でのコミュニケーションに抵抗のない方を歓

迎いたします。また、研究倫理を遵守し、基礎医学研究を通して医療および社会全体に

貢献する気概を持つ学生を要望いたします。 

問 合 せ 先 
(Tel) 06-6945-1181 (内線 4209) 

担 当 者 平塚 徹 
(Email) toru.hiratsuka@oici.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 

下の URL アドレスから研究室のホームページを参照し、出願前に上記「問合せ先」のメ
ールアドレスにて指導教官と連絡を取ってください。出願前に面談を行い、研究内容・
研究室の詳細説明をいたします。 
また、研究活動は、主に下記の研究室所在地で行います。 
研究室：大阪市中央区大手前 3-1-69 大阪国際がんセンター研究所 地下 1 階 
研究室ホームページ：https://oici.jp/laboratory/department/saibou/ 

 
（以下教室紹介） 
 本研究室は、蛍光プローブを用いたライブイメージングを用いたがん研究に取り組んでいます。現在のがん研
究では、がんの持つ不均一性が大きな問題となっています。異なる性質を持った個々のがん細胞を完全に制御し
なくては、実際のがんという病気を治すことはできず、薬剤耐性細胞の出現や再発といった臨床的問題を解決す
ることはできません。一方、がんという難病を制御するにあたり、その増殖を支える細胞内シグナルを制御する
ことは、最も根源的なアプローチであり、基礎医学による革新的ながん治療につながるものです。しかし、細胞
内シグナルによる細胞制御機構は複雑さを極め、時空間的な変化、細胞ごとや患者ごとの違い、生体微小環境の
影響、薬剤耐性細胞の出現などの様々な影響を受けます。その問題に対し、私たちは「見えない細胞内シグナル
を見えるようにする」技術で取り組みます。特に、細胞の多様な機能を支配するキナーゼである ERK MAPK を
シングルセルで可視化する蛍光プローブを使用し、「シグナル活性をとことん詳しく見る」ことを行います。私た
ちはこれまで、ERK MAPK 活性には揺らぎ、同調、伝搬といったダイナミックな現象が存在することを明らかに
しました（図１）。このような多細胞間のシグナルダイナミクスが持つ多細胞組織への役割と病態への関与はま
だ知られておらず、今後の技術的発展に伴って新たな現象や生物学的意義が明らかになるものと期待しています。
また、私たちは、大阪国際がんセンターという環境を活かしたがん研究に力を入れており、ヒト膵臓がん、皮膚
がんにおける分子活性をライブで検出し、薬剤効果を検証する実験モデルを開発しています（図２）。現在大きな
発展が見られる画像科学技術を用いた自動細胞認識やクラスター解析を用いたヒト膵がんオルガノイドの定量
解析、マウスへ移植したヒトがん細胞の長期経時観察、生体内微小環境の可視化など、独自性の高いアプローチ
で研究を進めています。このようなライブイメージング技術を駆使し、がんの不均一性を眺めるだけでなく、追
跡可能かつ定量化可能なものとして捉え、新たながん治療へつなげていきたいと考えています。 
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